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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
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「 い の ち の 電 話 」 の セ ールス ポ イ ン ト

「ヘエー！電話一本で自殺が防げるんですか」
「 死 んで も 死 に き れ な い 苦 し い 立 場 、 電 話 相 談 で
何とかして貰えるんですか」
常 務 理 事 、 事 務 局 長 と して 在 任 中 は 、 い の ち の

電 話 の セ ールス マ ン を 自 認 して、 機 会 の あ る 毎 に
人 に 会 い 、 会 社 を 訪 ね 、 又 会 合 に 招 か れて 「 い の
ち の 電 話 」 の 宣 伝 に 努 め ま し た 。 反 応 は さ ま ざ ま
で、 上 記 の よ う な 率 直 な 批 判 や 質 問 も 少 な く あ り

ません。
何 に 力 点 を 置 いて 如 何 に 訴 え た ら よ い の か 自 問

自答もしばしばでありました。

一人の少女の無知からくる自殺がキヽｙカケ

１９５３年、一人の少女が初潮を梅毒と誤解して悶々
と 悩 み 遂 に 自 殺 し た こ とを 悲 し み 、 英 国 国 教 会 牧
師チャド・バラー師が電話による相談を提ＩＩ昌した
のが始まりでした。
こ の エ ピ ソ ー ド に は 、 無 条 件 で 人 命 （ 生 き る こ

と ） の 尊 さ を 訴 える 点 、 自 ら の 素 性 を 明 か さ ず に
相 談 出 来 る 匿 名 性 の 故 に 本 音 で 話 し 合 え る 点 、 何
時 で も 、 何 処 か らで も か け ら れ る 点 等 、 短 期 間 に
世 界 的 な 運 動 に 発 展 し た い の ち の 電 話 運 助 の 基 本
的 な 特 徴 が 含 ま れて い ま す。 そ して 専 門 家 で な く
ア マ チ ュ ア の 相 談 員 が か け 手 と 対 等 の 立 場 に あ る

友 人 （ よ き 隣 人 ） と して 心 を こ め て 聴 く と い う い
の ち の 電 話 の 特 色 が 最 初 か ら 活 か さ れて い る の か

もたら
強い印象を宸しています。

自 殺 者 の 数 に つ いて

次 に 自 殺 者 の 総 数 は 、 一 般 に は 余 り 知 ら れて い
ません。日本国内で年に２２．０００人を越える自殺者
が あ り 、 こ の 数 字 は 交 通 事 故 に よ る 死 者 の 数 の 約
２ 倍 に 当 たる 。 こ れ は か な り シ ョ ッ キ ン グ な 説 明
として強い印象を与えていましたが、１９９８年度は
前年に比し３４．７％増加して３１．８６３人という数字が
か た ら れて い る こ と と 、 殊 に 経 済 生 活 問 題 を 抱 え
た４０歳代、５０歳代の中高年層の自殺者が急増して
い る こ と 等 に 言 及 し な け れ ば な り ま せ ん 。 こ れ ら
の 実 態 を 明 ら か に す る こ と は 、 い の ち の 電 話 の 願
い と す る と こ ろ を よ り 鮮 明 に す る こ と に 役 立 って
いるのは皮肉な現象と言えましょう。

９ ぃ ・ ち α ） 面 詰 四 会 ｕ 木 本 精 之 助

公 共 の 補 助 金 や 助 成 金 に つ いて

い の ち の 電 話 を 説 明 す る 場 合 は 、 賛 助 会 費 や 寄

付 金 を 依 頼 す る こ と に 言 及 す る こ と が 多 い の で、
勢 い 公 的 な 補 助 金 、 助 成 金 の 話 題 に 赴 く こ と が 避
け ら れ ま せ ん 。 殆 ど の 社 会 福 祉 法 人 が そ の 財 政 迎
営 に つ いて、 公 共 の 助 成 や 補 助 金 に 大 き く 依 存 し
て い る わ が 国 の 福 祉 の 現 状 か ら 考 え れ は 、 い の ち
の 電 話 は 社 会 福 祉 法 人 認 可 団 体 の 中 で は 、 捕 助 金
を受けていない稀少な団体であります。これは、
補 助 を 拒 否 して い る の で は な く 福 祉 政 策 の 法 制 上 ’ ～ ヽ
の 不 備 が こ れ を 妨 げ て い る の が 実 状 で あ り ま す。
事 業 の 対 象 が 不 特 定 で あ る こ と が 補 助 の 対 象 に は
馴 染 ま な い と い う 凡 そ 不 可 解 な 解 釈 が 罷 り 通 っ て
いるのです。
し か し 、 公 共 の 補 助 金 を 受 け て い な い と い う 事

実 が 、 如 何 に い の ち の 電 話 の 財 政 的 自 立 を 促 して
い る か と い う こ と で す。 ま た そ の こ と が 事 業 活 動
の活性化と、その純粋性の保持についてのネルギー
を 生 み 出 して い る の で す。 地 域 社 会 の 中 で 幅 広 い
支 援 や 後 援 を 得 る の に 役 立 っ て 来 だ の で は な い で
しょうか。

い の ち の 電 話 を 支 え る 今 ひ と つ の 視 点

そ れ は こ の 運 動 に 関 わ る 者 一 人 一 人 に 存 す る
「 ボ ラ ン テ ィ ア ス ピ リ ッ ト 」 に あ り ま す。 現 代

社 会 を 凪 扉 す る 賎 能 主 義 的 な 人 間 観 や、 近 代 的 合
理 主 義 に よる 生 活 信 条 を 超 越 す る 「 超 我 の 奉 仕 」
が こ の 集 団 を 活 か し て い る の で す。 こ の 事 実 を 言 ⌒ 、

葉 を も って 説 明 す る こ と は 困 難 で す が 、 幸 い な こ
と に い の ち の 電 話 に は こ れ を 証 しす る 実 例 に は 事
欠かないのです。
さて、「いのちの電話」を説き明かす結語には、

以下のような結論が必要になりましょう。
い の ち の 電 話 の 究 極 の 願 い は 、 「 ど の よ う な 状

況 の 中 で も 、 自 己 決 定 で き る 逞 し い 気 力 を 回 復 す
る 」 こ と で す。 自 殺 志 向 の 強 い 人 が 死 を 思 い 直 す
瞬 間 は 、 お 説 教 や 励 ま し や 説 得 で は な く 、 自 分 の
気 持 ち が よ くわ か って も ら え た と 思 う と き で す。
自 分 の 気 持 ち を 理 解 して く れ る 人 が い た と い う 喜
び の 感 動 だ け が 生 き る 力 と 希 望 を 与 え ま す。 危 機
的 状 況 に あ る 人 に と っ て、 一 番 必 要 な こ と は 、 一
般 的 解 決 方 法 を 知 る こ と で は な く 、 自 分 を 人 間 と
して 受 入 れてくれ る 人 が 側 に い る と い う こ と で あ
ります。
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「 お は よ う ご ざ い ま す ！ ｊ 少 し 眠 そ う な 表 情

で ち ょ こ ん と 頭 を 下 げ 部 屋 に 入 っ て く る 。 く お

は よ う ！ 今 日 は 少 し 寝 不 足 ？ 〉 と 私 。 「 あ っ 、

そ ろ そ ろ 時 間 だ 。 じ ゃ あ 、 ち ょ っ と 行 っ て き ま

す ！ 」 、 〈 は い 。 い っ て ら っ し ゃ い 。 〉 こ れ は

私 か 毎 週 １ 回 行 っ て い る 大 学 の 保 健 室 の ー こ ま

で あ る 。 こ の 保 健 室 は 学 生 相 談 室 と ド ア 続 き で 、

保 健 室 と し て の 機 能 の 他 、 予 約 相 談 者 の 控 え 室

兼 学 生 の サ イ コ リ ト リ ー ト （ と ま り 木 ） ス ペ ー

スとして利用されている。毎日４、５人
～２０余人の学生が出入りしているが、大

学生なのでけがや体調が悪くて利用する
者はそれほど多くない。学生相談の予約

＝″＝も半日の相談では多くても５人程度であ

るから、大半はサイコリトリートとして
の利用者である。登校してもすぐに教室
には行かず、保健室に来て保健管理者で
ある養護教諭と少し会話し、そこから講
義に出席したり、クラブ活動に参加する。
講義がない場合は保健室にいる学生たち
の話に耳を傾けたり、話に加わったり、
読書をしたり、時には食事をしたりと学
生たちが思い思いに過ごしている。中に
は誰義がなく、面談予約でもないのに我々
が作り出す空気（雰囲気）を求めてくる
学生もいる。
大学生にもなって保隨室登校…？に

と驚かれるかもしれないが、約２０年前私

、 心
が勤め始めた頃すでに似たような学生が
存在していた。昨年実施した調査では、
愛知県下の私立大学・短大２５校中１６校

田

妙

美

私は近くの喫茶店と図書館の学習室の中央右か
ら２つ目の机だったと記憶している。実際精神
健康レベルの高い学生はこのような場所で空き
時間を過ごしている。しかし精神健康レベルの
低下した学生にとって、このような空間で時を
過ごすのは少々難しいようである。また最近退
学理由に、友達かできないからと明記する者が
見られるようになった。中央大学で実施された
調査でも大学生活に望むことは勉強と友人作り

重計る？」室 登 校 学 生 か 認 め ら れ た 。 大 学 に は ホ ー ム ル ー
ム が な く 、 決 ま っ た 教 室 や 自 分 の 机 が な い 。 卒

業 研 究 等 の ゼ ミ ナ ー ル 別 に な れ ば 担 当 教 員 の 研

究 室 が 居 場 所 に な る 学 生 も い る が 、 多 く の 大 学

で は 卒 業 研 究 が 必 修 で は な く 選 択 科 目 に な っ て

い る 。 ま た ク ラ ブ や サ ー ク ル 活 動 に 参 加 し な け

れ ば 部 屋 も な い 。 こ の よ う な 大 学 生 と 近 頃 注 目

を 浴 び て い る 小 ・ 中 学 校 、 高 等 学 校 の 保 健 室 登

校 と で は 当 然 意 味 合 い が 異 な る 。 皆 さ ん は 大 学

時 代 空 き 時 間 を ど こ で 過 ご さ れ た で し ょ う ？ 図

書 館 、 学 生 食 堂 、 部 室 、 空 き 教 室 、 学 生 ホ ー ル ？

れてやっと「ねえ、大学祭の時ひま？」
と話しかけるという有様であった。
しかし最近では、「僕お茶入れるけ
ど○○さんも飲む？」とか、遠慮が
ちにそうっと入室する学生に対して
「○○君おはよう！」「○○君も体
「こっち空いてるよ。」とそれぞれ

が 声 を か け る と い う よ う に 、 相 手 の 気 持 ち を 配

慮 し な が ら 行 動 で き る よ う に な っ て き た 。

私 は サ イ コ リ ト リ ー ト ス ペ ー ス を 、 学 生 た ち

が 今 必 要 と し て い る も の を 個 々 の ペ ー ス で 受 け

取 る こ と が で き る 空 問 に し た い と 思 っ て い る 。

そ う す れ ば 学 生 の 心 を 癒 し 活 力 を 養 う 場 で あ る

と 同 時 に 、 友 達 や 教 職 員 と の 出 会 い の 場 、 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ソ 能 力 を 高 め る 場 と い っ た 自 己 成 長

の 場 に な る と 考 え て い る 。

（訓練スタッフ・東海学園女子短期大学）
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（ ６ ４ ％ ） の 大 学 で ２ ５ ９ 人 （ ０ ． ３ ％ ） の 保 健 し 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。



１ ９ ９ ９ 年 度 事 業 報 告

１９９９年度の事業の概略を報告させていただきます。愛知いのちの電話協会の電話相談活動に対しまして、

こ の 年 度 も か わ ら ぬ ご 支 援 と ご 協 力 を 賜 り ま し た 賛 助 会 員 、 賛 助 法 人 並 び に 寄 付 者 （ 個 人 及 び 団 体 ） の 皆 さ

ま に 心 よ り の 感 謝 を 申 し 上 げ ま す。 ま た 、 一 年 を 通 じ て 一 日 の 休 み も 無 い 相 談 活 動 の た め に 奉 仕 頂 き ま し た

相 談 員 の 方 々 の ご 労 苦 に 対 し 、 あ ら た めて 敬 意 と 感 謝 を 申 し 上 げ ま す。

（ 垂 函 疆 ）

開局以来１５年目を迎えた１９９９年度は、前年度にそのプラソを練り上げた「セソター移転」と「眠らぬダイ

ヤル２４時間受信体制」が愈々実現をみた記念すべき年となりました。

１９８６年以来、活動の拠点を提供して、陰に陽に我々に支援を惜しまれなかった「みこころセンター」に去

り難い愛着を覚えつつ、４月下旬関係者総出の移転作業を実施して５月１日よりかねてより準備した２４時間４卜Ｓ

受 信 体 制 に 移 行 す る こ と が で き ま し た 。 特 に 、 深 夜 や 早 朝 よ り の 時 間 帯 の 相 談 担 当 に 相 談 員 の 並 々 な ら ぬ 熱

意 と 努 力 が 傾 け ら れ 、 一 挙 に 相 談 活 動 の 充 実 拡 大 を 実 現 す る こ と が で き ま し た 。
こうした２４時間眠らぬダイヤル実現を可能にする資金募集には、２月～８月の募集期間を中心にキャンペー

ンを実施し、３３９人の個人および４１法人および団体より総計７３５万円余の浄財を頂戴することができました。

名 古 屋 市 内 の と り わ け 至 便 な 地 に 場 所 を 提 供 い た だ き ま し た 内 川 正 邦 氏 の ご 厚 意 と 、 見 事 な 内 装 工 事 を 限

ら れ た 期 間 と 切 り つ め た 予 算 の 中 で、 効 率 よ く 実 施 い た だ い た 「 ナ ガ イ 企 画 」 の 関 係 者 に も あ ら た めて 感 謝

申し上げます。

前年度より実施中でありました第１１期相談員養成講座は１１月にすべてのコースを完了し、６０人の受講生が

認 定 を 受 け て 相 談 員 に 加 わ る こ と に な り ま し た 。 こ れ を 機 会 に 相 談 電 話 の 台 数 も １ ２ 月 始 め よ り か ねて か ら の

計 画 に 従 い 増 設 を は か り 、 常 時 ３ 台 の 電 話 が 稼 働 す る こ と に な り ま し た 。 こ れ ら の 結 果 本 年 度 の 電 話 相 談 受

信件数は、年間総数２０．８５４件、開局以来の受信総数は１！：１３．０６１件（２０００年３月末現在）に達しました。

相 談 員 の 継 統 研 修 、 及 び スーパー ビ ジョソ に つ き ま して も 、 そ の ： ａ 的 な 拡 大 と と も に 充 実 が は か ら れ 、 懸

案 で あ り ま し た 研 修 ア ドバイ ザ ー 方 式 が 新 た に 導 入 さ れ 進 行 中 で あ り ま す。 絶 えず 学 び つ つ 相 談 に 当 た る 相

談 員 諸 氏 の 熱 意 と 、 訓 練 指 導 に ご 奉 仕 下 さ る 訓 練 ス タ ッフ の 方 々 の ご 尽 力 に 感 謝 と 敬 意 を 表 す る 次 第 で あ り

ます。

また、昨年１．１月にはさる篤志家より特別の寄付を頂戴し、これによりまして社会福祉法人認可を受けてよ４５

り の 課 題 で あ り ま し た 、 基 本 財 産 基 金 積 み 立 て １ 億 円 の 目 標 を 一 気 に 越 える こ と が 出 来 ま し た 。 深 甚 な る 感

謝をもってあらためて報告いたします。

年間の自殺者数が前年に比して３４．７％増加して３２．８６３人に上ったことが報じられ、いじめの問題や児童虐

待 へ の 憂 慮 は 後 を 絶 ち ま せ ん 。 深 刻 な 不 況 の 統 く き び し い 経 済 環 境 の 中 に あ り ま す が 、 かえ って 充 実 し た 活

動 と そ の た め の 場 が 備 え ら れ 、 資 金 の 上 に も 必 要 な も の を 与 え ら れて、 ま こ と に 特 筆 すべ き 一 年 で あ り ま し

た 。 感 謝 の ほ か あ り ま せ ん 。 ご 支 援 を お 寄 せ 下 さ い ま し た 個 人 、 法 人 及 び 団 体 の 皆 さ ま に あ ら た めて 厚 く 御

礼申し上げます。

社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会

理 事 長 長 岡 利 貞

理 事 豊 田 壽 子 、 笠 原 嘉 、 野 村 純 一 、 鈴 木 郁 雄 、 岡 部 快 圓 、 木 本 精 之 助

監 事 内 河 恵 一 、 小 山 勇

評 議 員 長 岡 利 貞 、 西 沢 信 正 、 水 谷 巍 、 山 口 幸 男 、 加 藤 迪 春 、 梶 原 寿 、 山 口 真 人 、 柿 本 大 奥 、 山 本 英 克 、

兼 田 智 彦 、 長 井 潤 、 安 藤 和 彦 、 浜 下 訓 子 、 常 富 佳 子 、 キ ー ス ハ ソ フ リ ーズ

- ４ -



総務委員会報告
総 務 委 員 会 の 性 格 は 、 訓 練 と 財 務 以 外 で、 相 談

員 の 方 々 が よ り 快 適 に 相 談 や 集 会 を して い た だ け

る よ う に 、 セ ン タ ー を 中 心 と し た 環 境 を 整 備 す る

お 手 伝 い を す る こ と と 「 い の ち の 電 話 」 を よ り 広

く 社 会 に 理 解 して い た だ く た め の 啓 蒙 活 動 を す る

こ と で す。 そ の た め の 色 々 な 計 画 ・ 企 画 の 立 案 か

ら実施・評価反省までをするための委員会です。
’ ９９年度の中吻何と言っても最大の出来事は、

新しいセンターを与えられて移転をしたことです。

勿 論 「 電 話 相 談 」 と い う 大 切 な 事 業 が 中 心 な の で

Ｃ （ ゛ ゛ ｀ ゛ が 同 時 に 研 修 や 集 会 、 ま た 事 務 局 機 能 と い う 、
・、／●／ｔ-／・●、ニ●●／●一-ｗｗ９／ｌ／４-／一隻-｜心●／ｔ＿｜●＿、-ＪｓｌＪＩ／．．・～／一隻-／．．・-／ｊ¶

多 様 な 性 格 の 要 求 を 満 た す た め 、 多 くの 方 々 の 意

見を参考に取り入れながら、苦労して今のセンター

のレイアウトを作りました。ただ、千差万別の方々

の 集 ま る ボ ラ ン テ ィア の 団 体 な の で、 全 て の 人 に

満 足 して い た だ け る こ と は と て も 難 し い こ と と 痛

感 い た し ま し た 。 と も あ れ 、 日 本 で 有 数 の 恵 ま れ

たセソターとなって、２４時間相談が実施できまし

たことに、感謝しています。

また「相談員の手による運営」で「環境改善班」

が 生 ま れ ま し た 。 既 に 積 極 的 に 環 境 改 善 の た め の

活 動 を さ れて い ま す が 、 今 後 多 くの 方 々 の 意 見 を

取 り 入 れ な が ら 、 ど ん ど ん 充 実 し た 活 動 と な る 予

定 で す。 応 援 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま

す。
（ぐ卿珈｀１０月にはかんぽの後援会を、１１月には恒例フリー

マーケットを、１２月にはチャリティーコソサート

を そ れ ぞ れ 多 くの 方 々 の ご 協 力 で 成 功 裏 に 実 施 す

ることができました。

ま た 、 識 別 名 札 制 度 を 実 施 で き ま し た し 、 締 め

くく り に は 、 長 年 お 世 話 に な っ た 木 本 さ ん へ の 感

謝 会 を 予 想 を 越 える 方 々 の 直 接 ・ 間 接 の ご 参 加 を

いただいて楽しく開催することもできました。

あれも、これも、全て感謝感謝の一年でした。

２０００年度もご理解ご協力をよろしくお願いいた

します。

（ 総 務 委 員 長 長 井 潤 ）

- ５ -

訓練委員会報告
１９９９年度は名古屋いのちの電話が新セソターヘ

の引越しを完了し、念願の２４時間受信体制を実現
し た 年 で あ っ た 。 訓 練 委 員 会 の 主 な 活 動 は 以 下 の
ようなものであった。
○１９９９年度の登録相談員数は２０４人。他セソター
よりの移籍者は３人、長期欠席申請者は１５人で
あった。

○１１期相談警彗扁研修は第二課程を ’９９年１０月で
終了し、その結果をもって１１月３０日に６０人の認
定が行なわれた。

○ 継 続 研 修 は 、 奇 数 月 は ベ ル の 会 の 話 し 合 い 、 偶
数 月 は 専 門 家 講 師 に よ る 研 修 、 と す る 新 方 式 の
２ 期 目 に 入 り 、 グル ープ を 組 み 替 えて ５ 月 よ り
開始した。開講グルーブ数は１７であった。また
１２月か１１：、は１１期生σ）継続研修５グループが加わっ
た。

○相談員養成のための研修ボランティア（エディ）
制 度 を 発 足 さ せ た 。 こ れ は 新 規 に 相 談 員 に な っ
たｎ期生の継ｊｌ兇研修グループのファシリテーター
を 、 す で に 活 動 して い る 相 談 員 の 互 選 に よ っ て
選 ば れ た 経 験 豊 か な 相 談 員 が 担 当 す る 制 度 で、
１０月に投票を行った結果６票以上の推朧を得た
相談員の内９人が研修ボラソティアを引き受け、
２００１年３月まで担当する。

○ 訓 練 委 員 会 主 催 の 研 究 会 を ２ 回 行 っ た 。 第 １ 回
は 「 切 ら せ て も ら え な い 電 話 」 を テ ー マ と して
６月２４日に行い、約２０人が出席した。第２回は
「自殺をほのめかす電話」をテーマとして１１月
１日に行い、約３０人が出席した。

○全国訓練担当者セミナーが９月１７・１８日に仙台
で 行 わ れ 、 訓 練 委 員 会 よ り ２ 人 が 出 席 し た 。
「 スーパー ビ ジョソ の 基 本 的 な あ り 方 」 を テ ー
マ と して 分 科 会 に 分 か れ 、 各 セ ソ タ ー の 実 情 を

踏まえた議論が活発に行われた。
○１２期相談員養成研修の募集を２０００年２月より開
始し、６２人の応募を得た。４月１５日に面接を
行い、５２人の受講希望を受理した。餐成研修は
２０００年５月より開始する。

○２０００年度のための登録更新研修会を、３月下旬
に４回開催した。

○「相談員の手引き」の改定を行い、第３版を３月
に発行した。

○長瀬治之訓練委員が、一身上の都合で２０００年
３月をもって退任した。

○佐竹一予訓練担当主事が、一身上の都合で２０００
年３月をもって辞職した。

一 年 間 ご 協 力 く だ さ っ た 相 談 員 、 事 務 局 員 、 訓 練

委員諸氏に感謝いたします。
（ 訓 練 委 員 長 山 口 真 人 ）



財務委員会報告

１９９９年度の収支をご報告申し上げます。
当年度のわが国の景況は依然として低迷して

おりましたが、私どもでは画期的な前進と云っ
てもよい出来事がありました。
それは、篤志ご寄付により念願の基本基金１

億円がクリアー出来たことと、２４時間体制確立
のための資金募集が７百万円余となり眠らぬダ
イヤルの施設が完成稼働したことであります。
これには、創設以来多数の賛助会員の方々の

ご協力と多額のご寄付をくださったご尽力者の

方々の善意に加え、歴代のスタッフが誠実な運
営を統けて来られたからであり、改めて感謝を
申し上げます。
しかし、こういう体制に伴い今後の在り方に

ついて留意し、将来に向かってよい判断をしな

けれぱならないことがあります。
収支計算書の車庫賃借料、地代家賃、共益費、

水道光熱費の個所をご覧ください。
この項目の合計は、３、８３５千円で前年比６０％・

１９９９年度収支計算書 （単位円）
借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）

科 目 １９９９年度決算額 科 目 １９９９年度決算額
教育・訓練費
広報費
調査・研究費
会議費
特別事業費
連盟負担金
請会費
職員給与
法定福利費
旅費・交通費
退職引当金
保険料
移転費用
地代・家賃
共益費
水道光熱費
車庫賃貸料
営繕費

通信費
文具・印刷費
消耗品費
雑費
固定資産取得費
基金繰入

固定資産除却損
次期繰越金

２ ， ９ ９ ０ ， ３ ３ ５

６ ９ ６ ， ４ ９ １

６ ０ ， ２ ０ ４

１ ４ ， ９ ８ ７

５ ０ ５ ， ２ ８ ９

３ ６ １ ， ０ ０ ０

２ ０ ６ ， ３ ０ ０

６ ， ３ ６ ９ ， ０ ６ ０

６ ４ ， ７ １ ８

７ ８ ２ ， ４ ７ ０

７ ６ ９ ， ３ ０ ６

２ ， ６ ０ ４ ， ０ ０ ０

２ ８ ３ ， ８ ０ ０

５ ２ ７ ， ０ ２ ５

４ ２ ０ ， ０ ０ ０

３ ６ ， ７ ７ ９

４ ８ ５ ， ９ ４ ６

６ ５ ４ ， １ ４ ６

２ ８ ８ ， ６ ２ ５

４ ０ ５ ， ２ ３ ４

５ ０ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０

４ ， ６ ６ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ３ ３ ２ ， ９ ４ ３

助成金
賛助会費（Ａ）
賛助会費（Ｂ）
賛助会費（Ｃ）
会費（個人）
会費（法人）
相談貝の会会費
協力会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年末募金
特別事業収入
誹座受講料
基金募金収入
移転資金

受取利息
雑収入

前期繰越金

９ ０ ０ ， ０ ０ ０

１，３２０，０００、、

６ ０ ０ ， ０ ０ ０ ，
５ ５ １ ， ０ ０ ０ ・

３ ８ ５ ， ０ ０ ０ ・

５ ， ５ １ ５ ， ０ ０ ０ -

２０１，０００，，

５ ０ ， ７ ２ ９ ， ９ ３ ４

８ ４ ３ ， ０ １ ０

１ ， ０ ５ ２ ， ０ ０ ０

１ ， ２ ７ １ ， ０ ６ ０

２ ， ０ ０ ４ ， ３ ０ ０

５ ０ ， ０ ０ ０
７ ， ３ ２ ４ ， ０ ０ ０

３ ４ ４ ， ４ １ ２

６ ０ ， ３ ３ ０

２ ， ３ ６ ７ ， ６ １ ２

合 計 ７ ５ ， ５ １ ８ ， ６ ５ ８ 合 計 ７ ５ ， ５ １ ８ ， ６ ５ ８

- ６ -

７

『



へ

１、４３５千円の増加であり、収入の２４％を占めま

す。
社会的な使命を果たすには、コストもかかる
ことを認識しなければなりません。これに対応

する収入増をどのように展開するか。一方、当
期末時点で事務局には定例的な給与を支給する
対象者はなくなりました。
多岐にわたり、スピードも必要とする事務上

の業務をフルタイムの専任者で対応すれば、連

絡などに疎漏がなくて好都合ですがその能力に
応じた定例給与を支給するには財務上の体力に

限界があります。
そこで事務ボランティアで対応すれば、財務

上には難点がないものの連絡などには疎漏が発
生しやすい弱点を抱えます。
社会的な使命とコスト、浄財による運営そし

て労働の報酬に対する正しい姿勢の相関の中で
よい判断をするために目下のところ財務委員会

と事務局では様々な角度から業務の処理方法を
試 し て お り ま す 。 ト

（財務委員長加藤迪春）

２０００年度予算 （単位円）

借 方 （ 支 出 の 部 ） 貸 方 （ 収 入 の 部 ）
科 目 ２０００年度予算額 科 目 ２０００年度予算額
事業費支出

教育・訓練費

広報費

調査・研究費

会議費

特別事業費

連盟負担金

諸会費

職員給与

法定福利費

旅費・交通費

退職給与引当金

保険料

地代家賃

共益費

水道光熱費

営繕費

車皐賃貸料

通信費

文具・印刷費

消耗品費
雑費

５ ， ７ ５ ０ ， ０ ０ ０

８ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ５ ０ ， ０ ０ ０

１ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

３ ６ １ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ５ ７ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ， ０ ０ ０

９ ４ ０ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ５ ２ ０ ， ０ ０ ０

１ ６ ４ ， ０ ０ ０

５ ０ ０ ， ０ ０ ０

７ ０ ， ０ ０ ０

３ １ ５ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

３ ０ ０ ， ０ ０ ０

３ ５ ０ ， ０ ０ ０

事業収入
助成金

賛助会費（Ａ）

賛助会費（Ｂ）

賛助会費（Ｃ）

会費（個人）

会費（法人）

相談員の会会費

協力会費

寄付金（個人）

寄付金（団体）

年末募金

特別事業収入

講座受講料

基金募金収入

移転資金

繰入金

引当金戻入

積立金戻入

受取利息

雑収入

１ ， ４ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０

６ ０ ０ ， ０ ０ ０

４ ０ ０ ， ０ ０ ０

５ ， ８ ０ ０ ， ０ ０ ０

２ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ４ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， １ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， １ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ， ０ ０ ０ ， ０ ０ ０

３ ， ８ ５ ０ ， ０ ０ ０

４ ０ ０ ， ０ ０ ０

１ ５ ０ ， ０ ０ ０

合 計 ２ ０ ， ４ ０ ０ ， ０ ０ ０ 合 計 ２ ０ ， ４ ０ ０ ， ０ ０ ０

- ７ -



グラフで見る名古屋いのちの咩
０１４年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９９年１２月）

１９８５年からの総受信数は１９０、５２８件で、相談員との会話かなかった無言電話３９、８５１件をのぞくと相談電

話の受信数は１５０、６７７件となります。（１９９９年１２月３１日現在）
１９９９年は、１日あたり４３件の相談電話を受信しています。これは、９９年５月より２４時間受信を開始したた

め、大幅な増加をみています。
（件数）
１９，０００

１８，０００

１７，０００

１６，０００

１５，０００

１４，０００

１３，０００

１２，０００

１１

１０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０００

０

………………１９８５・；・７～１９９９一汗２・

１９８７

１１，６４８

１９８８１９８９１９９０１９９１１９９２１９９３

１７，１８３１５，ｎ６１２，６４３１１，６８８１２，４９３１３，６８１

い つ で も ど こ か ら で も

１９９４

１２，６２０

１９９６１９９７１９９８１９９９

１２，２８９１３，１８３１４，２９４１８，２６３

いのちの電話は「いつでもどこからでも電話で相談できる」という特徴を持って活動している。

しかし、全国４８のいのちの電話センターのなかで、２４時間体制をとっているのは２４のセソター。名

古屋いのちの電話も１９９９年５月１日から、その仲間入りをした。

２４時間体制となったことで、相談電話の受信件数は一挙に２７％の増加をみた。特に深夜帯（深夜

２２時～翌朝８時）は全国から利用されており、相談内容も多岐にわたっている。
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○相談内容男女別の相談件数
（件数）

１，５００
１，４００

１，３００
１，２００

１，１００
１，０００

９００８００７００
６００
５００

４００
３００

２００
１００

０

７ ・ 〃 ・ ■ ■

男

［コ男性７，３６４１件靉闇女性

女ｉ

人
生

丿

家
族

○男女別・年代別の相談件数

（件数）
８０

６０

４
０
２
０

０

” ‘ ’ ‘ ’ ・ ｜

- ’ ̈ ・ ｜

・’̈｜

｀ ” ” ’ １
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対
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対
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係

８，２８９件 総件数１５，６５３件 （１９９９．１～１２）

：募岬じ：⊇亨？ｊ：：

㎜ ７ - ・ ｍ ７ ７ １

保
健
医
療

保
健
医
療
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育
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不
安

．．-．．．ｆ

法
律
経
済

法
律
経
済
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談
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そ
の
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総 件 数 １ ９ ７ 件 （ 全 体 の １ ． ２ ％ ）ふふ■＝ｊａ-ふふふ一ａ-・ａａ・ふふａ■■・■■・・・ｊ・■■■・ｊ-ふふふ＝ふふふ-ａ＝ふふ＝ふ＝＝ｊふふふ＝ふふ・ふふ・一ふふ■・ａふふ■・ａ＝・ふ＝・・＝・・・・

そ
の
他

情
報
提
供

男
女

’ ゛ ’ ̈ ” ｜

○自殺指向電話の相談内容男女別件数（１９９９．１～１２）
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女
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木 本さんに感謝する会

八年間にわたって、いのちの電話事務局長を務

めてこられた木本精之助氏がいのちの電話を退職

されるにあたって、総務委員会の提案で「木本さ

んに感謝する会」が盛大に行われた。

４月２日の日曜日午後３時に６０人近くの関係者

が、栄ＮＨＫ放送セソタービル地下の銀座ライオ

ソに集い、木本さんのこれまでの仕事と功績に感

謝した。

感謝する会の司釡ぎはｕ総務委員長の長井さんが

持ち前のアドリブをきかせて順調にすすみ、木本

さんの人柄と仕事ぶりについてさまざまな人から・

のスピーチがあった。

木本さんは、名古屋いのちの電話創設期には、

財務委貝長として募金活動に励み、多彩な人脈を

生かして名古屋いのちの電話の経済的な基盤づく

りに力を注いだ。創立当時の財務委員会は募金が

なかなか集まらないので、毎回お通夜のようだっ

たそうだ。
八年前に事務局長に就任して以来、事務局の要

となって活動した。愛知いのちの電話協会設立１０

周年記念行事として、「いのちの電話全国研修会」

を開催し、そのホスト役として重責を果たした。

また、法人基金一位円達成の推進力として、新事

務所の移転と２４時間眠らぬダイヤル開始などの中

心として活躍した。

さらに、木本さんの人物評として、大変な節約

家であることが話題となった。何の利益も生まな
い寄付金だよりの社会福祉法人の迎営は、経済的

にも大変であり、木本さんの節約をもってしても、

基金が１億円になったのはつい最近のことなのだ。

- １ ０ -

今後もいのちの電話の理事として、ますますの

ご活躍をお願いしたい。

自 殺 ２ 年 連 続 ３ 万 人 越 え る

１９９９年の自殺者は、’９８年に引き続き３万人を

超えることが厚生省の人口勁態調査でわかった。

これは交通事故死者のおよそ３倍であり、自殺予

防の対策が迫られている。

わか国の自殺者は、１９７７年以降およそ２万人で

推移してきたが、１９９８年に３万人台に急増した。

この背景として、不況による経済活動の停滞や企

業のリス１ヽラによって、中高年の男性の自殺者が

急増したことが挙げられている。

過去最悪の’９８年度に比べれば、総数では４００人
ほど減少しているが、男性に限れは咋年と同じペー

スとなっている。特に９０年代に入って、男性の自

殺者は女性のほぽ２倍で推移している。

倒産やリストラの波をまともにかぶる５０代は、

職場の人間関係など辛いことを我慢することを美

徳とする意識が根強く、誰かに相談するチャンス

を逃している傾向がみられるようだ。

自殺予防を標榜する名古屋いのちの電話にも、
「死にたい」と訴える利用者が増加している。昨

年までは全体の０．７％だった「自殺指向」利用者
が’９９年は、全体の１．２％となった。

このような自殺者の増加について、社会全体で

の取り組みか急がれる。

（文責総務委員兼田智彦）

へ

・ へ



ご援助ありがとうございます
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西
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温
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布 池 カ ト リ ッ ク 教 会
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明
良
勝
礼
徹
靖
精之助
敬 子

在日大韓基督教名古屋教会女性会
日 本 キ リ ス ト 教 団 愛 知 教 会 女 性 の 会 愛 知 教 会 壮 年 会 金 城 教 会 福 祉 社 会 委 員 会

名 古 屋 北 教 会 社 会 奉 仕 委 員 会 名 古 屋 東 教 会 婦 人 会 瀬 戸 永 泉 教 会
光 ケ 丘 女 子 高 等 学 校 幼 き 聖 マ リ ア 修 道 会 名 古 屋 学 院 大 学 宗 教 部

建子
井 と み 恵
ト リ ッ ク 東 山 教 会

寺
子
子
子
覚

喜美江
昭

恵 子
タカ子

浜 本
大和田

長 岡 利 貞

俊
恵
道

正 樹
か つ 代

中
藤
野
島
井
原

田
加
岩
三
酒
梶

健 次 郎
迪 春
-１１ミｉＳ

多 恵 子
映 子

寿

２０００年１月より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共にご
報告申しあげます。（順不同・敬称略）

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 長 岡 利 貞

な お 、 上 記 期 間 内 に 何 度 も ご 寄 付 く だ さ っ た 方 も お 名 前 は １ 回 に さ せ て い た だ い て お り ま す。 財 務 委 員 会

賛 助 会 員 Ａ

信
浩
明
男

秋
之
庸

野
原
田
田

鵠
石
岩
岡
吉 田 弘 明 ・ 好 枝
小 川 義 雄 ・ マ リ 子
金城教会福祉社会委員会

〈会費〉
西 沢 信 正

賛助会員Ｂ
森
村
山
隈
田
内

大
中
其
松
戸
宮

子
子
子
夫

い
リ

成
あ
ル
英

賛助会員Ｃ
渡 辺 邦
川 原
春日部
岡 田
松 田
小石川
下
本
登
内
木

山
山
能
竹
鈴

子
子
子
子

い
妙
み
宏
敬

寄 付 金
豊田理恵・理彰

い

和
周
あ

昌
崎

隈

善
岡
林
松
小 笠 原
朝倉夏雄・
三
カ



ク
梶
石

リスマス歳末募金
原 久 江
田 夏 江

小 坂 橋 秀 行 山 野 ト シ ミ
日 本 キ リ ス ト 教 団 熱 田 教 会

日 本 キ リ ス ト 教 団 半 田 教 会
一 宮 聖 光 教 会 日 本 キ リス

日 比 野 カ ト リ ッ ク 教 会
卜 教 団 愛 知 守 山 教 会

日本キリスト教団名古屋桜山教会
名古屋西教会

山 田 久 子

カトリック神言修道会多治見教会

賛助寄付
アラコ株式会社 株式会社両口屋是清
東 名 サ ニ タ リ ー 株 式 会 社
豊 田 工 機 株 式 会 社

小 栗 和 子

栄冠幼稚園
豊山教会
カトリック半田教会

株式会社丸政

事務局魯０５２-９７１-１５１８１
相談電話ａ０５２-９７１-４３４３
携帯相談電話ＮＴＩ｀ドコモ東海

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

木本精之助（常務理事・事務局長）
３月３１日を以って退任。非常勤理事

山本英克（評議員）
７月１日付事務局長に就任

加藤迪春（評議員・財務委員長）
４月１日～６月３０日事務ｊｉ５長代行

記

平素より愛知いのちの電話協会の運営及び

諸活動に深いご理解とご支援を賜りますこと

に感謝申し上げます。

さて、今般下記のとおり人事に移動があり

ましたのでご報告申し上げます。今後ともよ

ろしくご協力ご支援をお願い申し上げます。

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

理 事 長 長 岡 利 貞

助成金
東海テレビ福祉文化事業団

お 知 ら せ

財団法人後藤報恩会

金城学院

（３）一般寄付はご自由な金額で結構です。
（４）夏期・年末寄付
ロ座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
ロ座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

名古屋いのちの電話
事務局酋９７１-５１８１

賛助会員を募集しています
ご協力をお願いします
いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい

ただき有難うございます。。心から御礼申し上げます。
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会員増加の運

動にもお力を添えて下さいますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置が受

けられます。
誠に失礼ですが振込票を同封させていただきます。
ご利用くだされば幸いです。
（１）法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会員（年間１ロ）

Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円

曹洞宗慶昌院
株式会社城北自動車学校

愛知トヨタ自勁車株式会社
岡 谷 綱 機 株 式 会 社 株 式 会 社 東 郷 製 作 所

名古屋キリスト教女子青年会
カ ト リ ッ ク 南 山 教 会

日本キリスト教団豊田教会
金城学院高等学校

カトリック魚津教会
日本キリスト教団中京教会

（金沢）聖霊病院
カ ト リ ッ ク 高 蔵 寺 教 会

日 本 キ リ ス ト 教 団 豊 田 教 会 婦 人 会

ヘ ソ デ ル 協 会
日 本 キ リ ス ト 教 団 広 路 教 会

日 本 キ リ ス ト 教 団 南 山 教 会
カ ト リ ッ ク 長 浦 教 会

や

や

〒４６１-８６９１名古屋東郵便局私書箱第２５７
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）４７７０２９

「＃９５５６」

- １ ２ -

２０００年６月１日発行
発 行 人 長 岡 利 貞
編集人広報委員会


